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ノダルミ（Pbiycar5a StrObi加ea SIEB．et Zucc．）の  

葉に含まれる生物活性物質（その3）  

近 藤  昭，河津・－・儀＊  

BIOLOGICALLY ACTIVE SUBSTANCES FROM THE LEAVES  

OF matycarya sirobilacea SIEB．et Zucc．（PARTIII）  

AKIRA KoNDO AND KAZUYOSHIKAWAZU＊  

The substance V，isolated as a plant growthinhibitor from theleaves of Plat．ycarya  

StrObilacea SIEB．et Zucc．，WaSidentified as b－COumarIic acid methylester．   

Theinhibiting activities of the substancesI，ⅠⅠ，ⅠⅠⅠand V were tested against germination  

Of rice，Wheat，andlettuce．The substancesI，ⅠⅠ，andIIIdid notinhibit the germination of  

r’ice and wheat，eVen at2，000 pg／mland150 pg／disk，reSpeCtively．Againstlettuce，Iand  

IIinhibited the germination completely at a dose of3．O pg／disk，butIIIshowed only70％  

inhibitioneven at150pg／disk．The substance V completelyinhibited the germination of  

rice at2，000pg／mlandlettuce atlO5J噌／disk，Whileit showed noinhibition against the  

germination of wheat at150pg／disk．Against the germination oflettuce，V showedinhibi－  

tion as strong as coumarin．   

ノダルミの生薬から単離した生物活性物質Ⅴは，ClOHlOO8（MW178）の分子式を窮し，♪－クマリン酸メチルと  

同定した．活性物質Ⅰ，Ⅱ，Ⅱ及びⅤの発芽阻害作用を，イネ，レタスの種子，コムギの胚芽について調べた．活性物  

質Ⅰ，Ⅱ，Ⅱはイネの種子に対してはいずれも2，000〃・g／mlで，コムギの胚芽に対しては150〃g／diskの濃度に於ても  

発芽阻害を示さなかった．レタスの種子に対しては，Ⅰ，Ⅱは3．0〝g／diskで完全に発芽を阻害したが，Ⅱは150J唱／  

diskの濃度に於ても70％しか阻害しなかった．活性物質Ⅴは，イネの種子に対しては2，000I唱／mlで，又レタスの種  

子に対しては105〝g／diskで完全に発芽を阻害したが，コムギの胚芽に対しては150Jんg／diskの濃度でも発芽を阻害  

しなかった．活性物質Ⅴのイネ及びレタスの梯子に対する発芽阻害作用はクマリンとほぼ同程度であった．  

序  

ノグルミの生業から生物活性を有する物質，Ⅰ，Ⅱ，Ⅱ及びⅤを単離し，Ⅰ，Ⅱ，Ⅱの化学構造及びイネ幼常に対す  

る生長阻害作用については既に報告（1・2）した．本論文では前報（2）で報告した活性物質Ⅴの化学構造と，今迄に単離，  

同定したノグルミ業の生物活性物質が種子の発芽に及ぼす阻害作用について報思する．  

材料および方法  

ノダルミの生薬30kg（岡山鬼壱永勒の山中で8月に採取）をメタノ・－ルで数過l乱姦混で抽出し，舶載（2）の方法に従  

って活性物質Ⅴ（9mg）の単離を行なった．  
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バイオアッセイ  

1．イネ種子の発芽試験   

イネ（短銀坊主）の種子はユタノ－ルに数分閲浸潰後水洗して直ちに発芽試験に用いた．供試サンプルは3×13cm  

の平底試験管に入れ，水2mlを加えて，イネの種子10粗を播いてポリエチレンフィルムで上端をカバーして，300c，  

6，0001uxの人ユ照明下で4別間発芽させた．発芽率はコントロ－ルの発芽を100％として計算した．  

2．コムギの胚芽及びレタス種子の発芽試験  

コ皐ギ（オマセ）の種子は胚芽を取り出して発芽試験に用いた．   

レタス（グレ－トレーク54号）の種子は何も処理をしないで発芽試験に用いた．   

供試サンプルはペ・－・／＜／－ディスク（直径8mm，0小5cm2）に－L定鼻を添加した．このペ－パ－ディスクをベトリ皿  

（直径4cm，炉紙1枚数く）に10枚，お且のペ－パ・－ディスクが接触しないように入れて，各々のペ－パ－ディスク  

上に供試胚芽又は種子を載せて，1．5mlの水を加え，200C，6，000王uxの人工．照明下で4日間発芽ぜせた．発芽率は  

コントロ－ルの発芽を100％として計算した．  

試薬および装置  

ケイ酸はMallinckrodt社製を，シリカゲルはE．Merck社製を用いた．セライト545は前報（2）の方法で精製して  

供試した．クマリン及び♪一クマリン酸は半井化学薬品社製を使用した．標品に用いた♪－クマリン酸メチリレは，♪－ク  

マリン酸を塩酸一メタノ－ルでメチル化して合成し，苗屑クロマトグラフイ－で粕製後n－ヘキサン一酢酸エチ・ルで再  

結した．   

融点，赤外スペクトル，紫外スペクトル及びマススペクトルは前報く2）の方法で測定した．   

水割亥磁気共鳴スペクトルほテトラメチルシランを内部規準として日立R－・22型核磁気共鳴装置（90MHz）で測定  

した．  

実験結果および考察  

活性物質Ⅴば前報（2）で報告したように無色の針状結晶で，140－14lOCの融点を示し，紫外部の吸収スペクトルは  

211nm（61．13×104），229nm（81．27×104），301nm（sh，82．25×104），313nm（62．57×104）に極大吸収を示し  

た．赤外スペクトルは3380cm‾1，3050cm‾1，1700cm■1，1645cm‾1，1615cm‾1， に極大吸収を示した．マススペク  

トルはm／z178（M＋）（rel．66．3％），147（M－OCH3）（rel，100．0％），119（M－OCH3MCO）（rel．．37．1％），91  

（Ⅰ・el．26．5％）にイオンピ」－クを示した．マススペクトルはFig．1に示した．  

Fig．1．Mass Spectrum of Active Substance V  

水素核磁気共鳴スペクレレほ，∂3．78（3H，S），∂6。27（1H，d，J＝16），∂7．62（1H，d，．丁＝16），∂6．お（2払  

d，J＝8），∂7・37（2H，d，．丁＝8），∂6・20（1H，S）のシグナルを示した．水来核磁気共鳴スペクトルはFig．2に  

示した．   
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Fig．2．．PMR Spectrum of Active Substance V  

以上の結果から活性物質Ⅴはクークマリン酸メチルと推定されたので，標品の融点，紫外スペクレレ，赤外スペクト  

ル，マススペクトル，水素核磁気共鳴スペクトルを測定したところ活性物質Ⅴと同じ値を示した．活性物質Ⅴと標品と  

の混融試験に於ても融点の変化ほ認められなかった．従って活性物質Ⅴは♪－クマリン酸メチルと同定した．♪一クマリ  

ン酸メチルはZINCXE，T．とLEISSE，F．（8）により合成され，Popov，S．，NIKOLAI，M．及びPANOV，P．（4）は  

．／血錯椚■邦／ナ・払わcα乃ざから，．JuLIO，P．（5〉ばヤナギから得ているが，ノグルミからははじめて単酢，同定されたもので  

ある．   

ノダルミの某から単離された活性物質Ⅰ，Ⅱ，Ⅱ及びⅤの標子の発芽阻害作用を♪－クマリン酸及びクマリンと比較  

して調べたところ，イネの椅子に．対してⅠ，Ⅱ，Ⅱ及び♪－・クマリン酸ば2，00仙g／mlの高濃度に於ても発芽を阻害し  

なかったが，Ⅴとクマリンは1，000〃g／mlで30％の発芽阻害作用を示し，2，000／瑠／mlでは完全に発芽を阻害した．コ  

ムギの胚芽を用いた発芽試験では，クマリンは105J瑠／diskで60％，150〝g／diskでは完全に発芽を阻害したが，活性  

物質工，Ⅱ，Ⅱ，Ⅴ及びクークマリン酸はいずれも150／増／diskでも発芽阻害作用を示さなかった．レタスの種子に対  

しては，工とⅡほ3．0〃・g／diskで完全に発芽を阻害し，Ⅱの異性体であるⅡは150〃・g／diskでも70％の阻害にとどまっ  

た．Ⅴとクマリンは105pg／diskで，b－クマリン酸ほ150pg／diskで完全に発芽を阻害した．発芽阻害作用はTablel  

に示した．  

Tablel．GerminationInhibition by Active Substances  

Rice Seeds（Percent of Germination after4Days）  
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Tablel－Continued  

Wheat Embryos（Percent of Germination after4Days）   

218  

〝g／disk  

0  9  15  30  45  75  105  150  

I  lOO lOO lOO lOO lOO lOO lOO lOO  

Ⅱ  100  100  100  100  100  100  100  100  

Ⅱ  100  100  100  100  100  100  100  100  

V  lOO lOO lOO lOO lOO lOO lOO lOO  

1  100  100  100   100  100   100  100  100  

2  100  100  100  100  100  100  40  0  

Lettuce Seeds（Percent of Ger・mination after4Days）  
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Ⅰ：5－hydr’0Ⅹy－1，4－naphthoquinone  

Ⅱ：5－hydroxy－2－methoxy－1，4－naPhthoquinone  

Ⅱ：5－hydroxy－3－methoxypl，4－naphthoquinone  

V：b－COumaric acid methylester  
l：b－COumaric acid  

2：CO11maIin  

このように同一・の物質でありながら棺物の種類によって発芽阻害作用が異なることは非常に興味ある問題である．  
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